


　

東
日
本
大
震
災
や
集
中
豪
雨
に
よ
る
洪
水
や
土
砂
災
害
な
ど
、
近
年
の
大
規

模
災
害
で
は
、「
地
域
の
守
り
手
」
で
あ
る
消
防
団
員
、
民
生
委
員
児
童
委
員
、

自
主
防
災
組
織
の
リ
ー
ダ
ー
な
ど
が
、
自
分
だ
け
で
は
避
難
で
き
な
い
住
民
や

避
難
が
遅
れ
た
住
民
を
助
け
る
途
中
で
、
危
険
な
状
況
に
遭
遇
し
て
し
ま
う

ケ
ー
ス
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。地
域
の
守
り
手
が
動
け
な
い
状
況
に
な
る
と
、

救
え
る
は
ず
だ
っ
た
命
も
救
え
な
く
な
っ
て
し
ま
う
の
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
惨
劇
を
な
く
す
た
め
に
は
、
地
域
の
守
り
手
が
安
全
に
行
動
で

き
る
環
境
作
り
と
同
時
に
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
全
体
の
防
災
力
の
向
上
が
望
ま
れ

ま
す
。
少
子
高
齢
化
が
ま
す
ま
す
進
む
今
後
の
社
会
で
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
全

体
で
災
害
に
対
処
し
な
け
れ
ば
、
人
々
の
命
は
守
り
き
れ
ま
せ
ん
。

　

東
日
本
大
震
災
で
は
、
中
学
生
が
地
域
の
守
り
手
と
な
っ
て
住
民
の
避
難
を

促
し
、
多
く
の
命
を
救
っ
た
と
い
う
事
例
も
あ
り
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
は
、

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
一
員
で
あ
る
と
と
も
に
、
将
来
の
地
域
の
守
り
手
と
な

り
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
救
う
人
材
と
な
っ
て
重
要
な
役
割
を
果
た
す
と
い
う
可

能
性
を
持
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
防
災
教
育
で
は
、
学
校
と
地
域
の
守
り
手
が
一
緒
に
活
動
を

行
っ
て
い
く
こ
と
で
、
地
域
の
守
り
手
に
つ
い
て
子
ど
も
た
ち
に
知
っ
て
も
ら

い
、
学
校
と
地
域
の
守
り
手
と
の
連
携
を
強
く
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　調査の結果、これまでの学校の防災教育の中で地域の守り手に関してはあまり教

えられていない原因の一つは、地域の守り手について知識が少なく教え方がよくわ

からないという先生方が多いということがわかりました。そこで、先生方に地域の

守り手について少しでも知っていただくために、この資料を作成しました。

　これをきっかけとして、地域の守り手と一緒になって、何かできることを探して、

防災教育に取り入れていただくことを期待しています。

　このグラフは、小中高の教員 1,600 名を対象とした防災教育に関する意識調査の

結果です。学校の先生方は、防災教育の中で、災害の発生する仕組みや、学校で災

害が起きた時の対応、過去の災害などについては教えたことがあっても、地域の守

り手である民生委員、消防団員、自主防災組織について教えた経験がある人は少な

いことがわかりました。 は
じ
め
に
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女性の消防団への参加も

増加。一人暮らし高齢者

宅への防火訪問や応急手

当の普及指導などにおい

て活躍しています。

　東日本大震災では、消防団が地域住民の避難誘
導、火災の消火活動、津波に備えて水門を閉める、
最後まで見回りにあたるなど、さまざまな活躍を
しました。また、人命探索活動にも携わりました。　
その一方で、避難誘導や水門閉鎖の活動中などに
津波に巻き込まれ、命を落とした方もいました。
　このような悲劇を繰り返さないために、役場や
防災関係機関が災害が発生する前から、いつ、誰が、
どのようなタイミングで、何をするかをあらかじ
め時系列で具体的に明確にしておく、「タイムライ
ン ( 事前防災行動計画 )」と呼ばれる、災害対応の

スケジュール表を活用した取り組みを行うことが
重要だと考えられています。
　タイムラインは、学校の防災にも活用すること
ができます。そして地域全体の防災力を向上する
ためには、学校と地域の守り手や住民が連携して、
災害対応に関するタイムラインを策定しておくこ
とが望まれます。
　タイムラインをつくることによって、災害対応
の問題点が事前に明らかになりますし、災害時に
誰が何をすべきかが明確になることによって余裕
が生まれ、早めの行動を取ることによって守り手
が危険にさらされなくなり、災害時に安心感を得
ることにつながります。

地
震
や
風
災
害
な
ど
と
い
っ
た
自
然
災
害
が
発
生

し
た
場
合
は
、
地
形
や
道
路
網
、
世
帯
状
況
な
ど
を

熟
知
し
た
消
防
団
員
が
、
的
確
か
つ
迅
速
に
救
助
・

救
出
を
行
い
ま
す
。

台
風
や
集
中
豪
雨
な
ど
に
よ
り
、
土
砂
災
害
や
堤

防
の
決
壊
が
起
き
な
い
よ
う
、
危
険
な
箇
所
へ
の
立

ち
入
り
を
制
限
し
た
り
、
土
の
う
積
み
な
ど
の
防
災

活
動
を
迅
速
に
行
い
、
地
域
の
被
害
軽
減
に
努
め
ま

す
。

住
民
の
防
災
意
識
向
上
の
た
め
、
火
災
予
防
や

防
災
啓
発
な
ど
を
積
極
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。

各
家
庭
に
訪
問
し
、
防
火
指
導
を
し
た
り
、
防

火
設
備
が
整
っ
て
い
る
か
な
ど
を
点
検
し
た
り
し

て
い
ま
す
。

高
齢
者
の
お
宅
へ
様
子
を
見
に
行
き
、
変
わ
っ
た

様
子
が
な
い
か
を
確
認
し
た
り
、
実
際
の
災
害
時
に

援
護
が
必
要
な
方
々
の
把
握
に
努
め
て
い
ま
す
。

万
が
一
の
事
故
や
急
な
病
気
の
時
、
救
急
車
が
到

着
す
る
ま
で
の
数
分
間
の
応
急
手
当
が
、
患
者
さ
ん

の
生
死
を
左
右
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

地
域
の
皆
さ
ん
に
応
急
手
当
や
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
い
方

な
ど
を
指
導
す
る
講
習
会
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

け
が
を
し
た
時
の
包
帯
の
巻
き
方
、
急
な
疾
病
で
倒

れ
た
人
へ
の
対
応
な
ど
、
素
早
く
対
応
で
き
る
知
識

や
技
術
を
習
得
し
、
指
導
し
て
い
ま
す
。

出
初
式
、
火
災
予
防
運
動
や
歳
末
特
別
警
戒
な
ど

の
広
報
活
動
も
重
要
な
消
防
団
活
動
の
ひ
と
つ
で

す
。
広
報
活
動
を
通
じ
て
、
地
域
の
防
災
意
識
の
向

上
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

平
常
時
の
活
動

災
害
時
の
活
動

防
火
啓
発
運
動

1
消
火
活
動

1

救
助
活
動

2
水
防
活
動
・
危
険
箇
所
の
見
回
り

3
救
命
講
習
会

2

広
報
活
動

3

火
災
が
起
こ
っ
た
際
は
、
自
宅
や
職
場
か
ら
現

場
へ
駆
け
つ
け
て
消
火
活
動
を
行
い
ま
す
。
消
防

隊
員
よ
り
も
先
に
現
場
に
到
着
す
る
こ
と
も
あ
る

た
め
、
初
期
消
火
や
消
防
隊
員
の
後
方
支
援
な
ど

を
そ
の
場
に
応
じ
て
展
開
し
ま
す
。

消
防
団
は
、
消
防
本
部
や
消
防
署
と
同
様
、
消
防
組
織
法
に
基
づ
き
、
そ
れ
ぞ
れ

の
市
町
村
に
設
置
さ
れ
る
消
防
機
関
で
す
。
地
域
に
お
け
る
消
防
防
災
の
リ
ー

ダ
ー
と
し
て
、
平
常
時
・
非
常
時
を
問
わ
ず
地
域
に
密
着
し
、
住
民
の
安
心
と
安

全
を
守
る
と
い
う
重
要
な
役
割
を
担
い
ま
す
。

消
防
団
と
は

消防団とは

タイムラインを活用した防災
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民
生
委
員
児
童
委
員
活
動
の
７
つ
の
は
た
ら
き

高
齢
者
や

障
害
の
あ
る
方
な
ど

へ
の
配
慮
や
支
援

日
々
の
見
守
り
や

訪
問
活
動
を
通
じ
て

災
害
時
に
お
け
る

地
域
の
高
齢
者
や

障
害
の
あ
る
方
々
の

避
難
支
援
の
必
要
性
を

把
握
し
て
ま
す

地
域
の

要
配
慮
者
の

情
報
を
市
町
村
と

共
に
把
握
し
た
り

豪
雨
災
害
や
地
震
に

備
え
て
町
内
会

な
ど
と
協
力
し
て

避
難
支
援
の

体
制
作
り
の

お
手
伝
い
を
し
て

い
ま
す

民
生
委
員
児
童
委
員
は
、
各
市
町
村
に
い
ら
っ
し
ゃ
る
地
域
の
み
な
さ
ん
の
福
祉

向
上
の
た
め
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
。
厚
生
労
働
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
、
高
齢
者

が
安
心
し
て
住
め
る
ま
ち
、
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
し
て

活
動
し
て
い
ま
す
。

民
生
委
員

児
童
委
員
と
は

社
会
調
査

はたらき

1
連
絡
・
通
報

はたらき

4
調
整

はたらき

5

相
談

はたらき

2
生
活
支
援

はたらき

6
意
見
具
申

はたらき

7

情
報
提
供

はたらき

3

民生委員児童委員とは

へ
の
取
り
組
み

防
災

担
当
す
る
地
域
の
住
民
の
実
態
や
福
祉
ニ
ー
ズ

を
日
常
的
に
把
握
し
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
子
ど

も
た
ち
の
見
守
り
や
一
人
暮
ら
し
の
方
へ
の
声
掛

け
な
ど
を
通
し
て
、
通
学
路
や
高
齢
者
世
帯
の
実

態
調
査
に
協
力
し
て
い
ま
す
。

住
民
が
個
々
の
福
祉
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
福
祉
サ
ー

ビ
ス
を
得
ら
れ
る
よ
う
に
関
係
行
政
機
関
、
施
設
、

団
体
等
に
連
絡
し
、
必
要
な
対
応
を
促
す
パ
イ
プ

の
役
割
を
つ
と
め
て
ま
す
。
例
え
ば
、
公
園
の
遊

具
で
け
が
を
す
る
子
ど
も
が
出
た
り
す
る
と
…
。

住
民
の
求
め
る
生
活
支
援
活
動
を
自
ら
行
い
、

支
援
体
制
を
つ
く
っ
て
い
き
ま
す
。
例
え
ば
、
一

人
で
は
買
い
物
が
難
し
い
お
年
寄
り
に
一
緒
に
同

行
す
る
な
ど
の
支
援
を
し
て
い
ま
す
。

住
民
の
福
祉
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
、
適
切
な
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
が
図
ら
れ
る
よ
う
に
支
援
し
ま
す
。

例
え
ば
、
障
害
者
の
外
出
支
援
を
し
て
い
る
団
体

を
聞
か
れ
た
ら
、
担
当
区
域
内
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
や

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
を
紹
介
し
ま
す
。

活
動
を
通
じ
て
得
た
問
題
点
や
解
決
策
に
つ
い

て
と
り
ま
と
め
、
必
要
に
応
じ
て
関
係
機
関
な
ど

に
意
見
を
提
起
し
ま
す
。
例
え
ば
、
在
宅
で
介
護

を
し
て
い
る
家
族
が
、
ゆ
っ
く
り
休
め
る
よ
う
な

支
援
策
を
市
に
提
案
し
た
り
し
ま
す
。

地
域
住
民
が
抱
え
る
問
題
に
つ
い
て
、
相
手
の

立
場
に
立
ち
、
親
身
に
な
っ
て
相
談
に
の
っ
て
い

ま
す
。
例
え
ば
、
子
育
て
の
方
法
や
不
安
に
つ
い

て
、
い
つ
で
も
相
談
に
の
っ
て
い
ま
す
。

社
会
福
祉
の
制
度
や
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
、
そ

の
内
容
や
情
報
を
住
民
に
的
確
に
提
供
し
て
い
ま

す
。
例
え
ば
、在
宅
生
活
を
送
る
た
め
の
福
祉
サ
ー

ビ
ス
な
ど
に
つ
い
て
の
情
報
を
提
供
し
て
い
ま

す
。
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防
災
地
図
や
防
災
カ
ル
テ
の
作
成
、
防
災
新
聞
の

発
行
、防
災
講
演
会
、防
災
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
通
し
て
、

住
民
一
人
ひ
と
り
が
防
災
に
関

心
を
持
ち
、
事
前
準
備
が
で
き

る
よ
う
に
取
り
組
み
ま
す
。

災
害
発
生
時
に
必
要
と
さ
れ
る
資
機
材
を
、
地
域

の
実
情
に
応
じ
て
準
備
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
定
期

的
に
点
検
や
使
い
方
を
確
認
し
ま
す
。

主
な
資
機
材
…
…
ヘ
ル
メ
ッ
ト
、
消
火
器
、
救
急

医
療
品
、
担
架
、
電
池
式
メ
ガ
ホ
ン
、
ロ
ー
プ
、
懐

中
電
灯
、
ラ
ジ
オ
、
ハ
ン
マ
ー
、
軍
手
な
ど
。

災
害
発
生
時
に
、
地
域
内
に
被
害
の
拡
大
に
つ
な

が
る
原
因
が
な
い
か
、
ま
た
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者

世
帯
な
ど
の
援
助
を
必
要
と
し
て
い
る
人
が
い
な
い

か
な
ど
の
確
認
を
行
い
ま
す
。

自
主
防
災
組
織
の
平
常
時
の
活
動

防
災
知
識
の
普
及

1
防
災
訓
練
の
実
施

4

防
災
資
機
材
の
整
備

3

地
域
内
の
防
災
環
境
の
確
認

2災
害
を
想
定
し
て
訓
練
を
行
い
、
消
火
器
の
使
用

法
や
応
急
手
当
な
ど
、
防
災
活
動
に
必
要
な
知
識
や

技
術
を
習
得
し
ま
す
。

自
主
防
災
組
織
は

ど
う
し
て
必
要
な
の
？

　

大
規
模
な
災
害
が
発
生
し
た
と

き
に
は
、国
や
地
方
自
治
体
な
ど

に
よ
る「
公
助
」だ
け
で
は
限
界
が

あ
り
ま
す
。

　

自
分
の
身
を
自
分
で
守
る「
自
助
」と

と
も
に
、普
段
か
ら
顔
を
合
わ
せ
て
い
る

地
域
や
近
隣
の
人
々
が
、互
い
に
協
力
し
合

い
な
が
ら
、防
災
活
動
に
組
織
的
に
取
り

組
む「
共
助
」が
必
要
で
す
。

　
「
自
助
」「
共
助
」「
公
助
」の
３
つ
が
有
機

的
に
つ
な
が
る
こ
と
に
よ
っ
て
、被
害
を
軽

減
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。 

QA

自主防災組織とは

　

自
主
防
災
組
織
は
、
地
域
の
人
々
が
防
災
活
動
を
行
う
た
め
に
自
発
的
に
結
成
し
た
団
体

や
組
織
の
こ
と
で
す
。
災
害
対
策
の
最
も
基
本
と
な
る
法
律
で
あ
る
災
害
対
策
基
本
法
に
お

い
て
、「
住
民
の
隣
保
協
同
の
精
神
に
基
づ
く
自
発
的
な
防
災
組
織
」（
第
５
条 

第
２
項
）
と

し
て
、
市
町
村
が
そ
の
充
実
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
規
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
自
主
防

災
組
織
の
な
い
地
域
で
は
、
町
内
会
な
ど
が
そ
の
役
割
を
担
っ
て
い
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

自
主
防
災

組
織
と
は

情
報
連
絡
訓
練

　

被
害
情
報
、
災
害
危
険
個
所
、
避
難
状
況
な
ど
の
情

報
を
早
く
集
め
ら
れ
る
こ
と
、
市
町
村
や
消
防
署
な

ど
か
ら
の
指
示
な
ど
を
正
し
く
伝
え
ら
れ
る
こ
と
を

チ
ェ
ッ
ク
し
ま
す
。

①

救
出
救
護
訓
練

　

は
し
ご
、ロ
ー
プ
、バ
ー
ル
な
ど
の
使
い
方
を
学
び
、

家
屋
が
倒
れ
た
り
落
下
物
に
あ
た
っ
て
怪
我
を
し
た

人
の
救
護
活
動
や
応
急
手
当
て
の
方
法
を
身
に
つ
け

ま
す
。

③

給
食
給
水
訓
練

　

炊
き
出
し
の
ほ
か
、
鍋
や
ろ
水
器
な
ど
の
限
ら
れ
た

資
機
材
で
、
食
料
や
水
を
確
保
す
る
方
法
を
学
び
ま
す
。

ま
た
食
料
や
飲
料
水
を
み
ん
な
に
ス
ム
ー
ズ
に
配
給
す

る
方
法
も
訓
練
し
ま
す
。

⑤

避
難
誘
導
訓
練

　

指
定
さ
れ
た
避
難
場
所
ま
で
早
く
安
全
に
避
難
で

き
る
よ
う
に
し
ま
す
。
あ
わ
せ
て
各
個
人
レ
ベ
ル
で

の
避
難
時
の
携
行
品
や
服
装
を
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
す
。

④

総
合
訓
練

　

さ
ま
ざ
ま
な
訓
練
に
よ
っ
て
覚
え
た
技
術
を
あ
わ
せ

て
、
組
織
の
各
班
が
お
互
い
に
連
携
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の

防
災
活
動
を
効
果
的
に
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
訓

練
を
し
ま
す
。

⑥

消
火
訓
練

　

消
火
器
、
バ
ケ
ツ
、
可
搬
式
動
力
ポ
ン
プ
な
ど
の
使

用
方
法
や
消
火
技
術
を
身
に
付
け
ま
す
。

②

78



　来たるべき災害に備え、日ごろから学校と地域の守り手が連携して活動することは、と

ても重要です。これらの例を参考にして、まずは役所に問い合わせて自分の地域の守り手

について知ることから始めましょう。　高齢者に挨拶したり自ら会いに行くなど、世代間

の関わりやつながりが生まれる可能性があります。

このような活動を行うにあたり小学生を「子ども民

生委員」として委嘱している地域もあります。

　子どもたちは、活動終了後も地域の見守りの一員

となってくれることが期待できます。

　社会福祉協議会と連携して、校区内の独居老

人のお宅を民生委員と一緒に訪問したり、徘徊

者を探す模擬訓練への参加、認知症に関する学

習、施設を訪ねての高齢者との交流などをする

ことができます。

　小学校校庭で放水体験など

を交えながら、消防団の活動

を知ることができます。また、

火災時の煙体験をして、煙が

立ち込め視界が悪い中での動

き方を学ぶこともできます。

　PTA や校区の社会福祉協議会、自治会連合な

どと協力し、災害時に避難所となる小学校区で

自主防災組織をつくることができます。

　総合防災訓練や避難所の設営運営訓練を学校

で行うことによって、子どもと地域住民の交流

が促進できます。

　授業で守り手の方のお話を

聞いたり、小学校の運動会で

防災に関するゲームなどを実

施することができます。

　昼休みや閉会式などの短い

時間でもよいので、消防団の

役割や地域で活躍する団員の

活動内容を消防団員自らが紹

介し、消防団に少しでも興味を

持ってもらうことができます。

　地域住民と子どもたちが協力して、想定される災

害に対して、避難場所や避難経路、援助の必要な人

はどこにいるのかなど、地域の状況を自分たちで学

ぶ機会を作ることができます。

　子どもたちは、いざという時に自分の命を守るだ

けでなく、援助が必要な人を守ることもできるかも

しれません。

　昼には初期消火体験や応急

手当体験を、夕方には炊き出

し体験や段ボールを使っての

仮住居を作成、夜には親子で

防災に関する勉強会や真っ暗

な体育館での宿泊体験をした

りします。

学校と地域の守り手をつなぐ活動事例

消
防
体
験
教
室

1

学
校
行
事
へ
の
参
加

2

親
子
防
災
宿
泊
体
験

3

地
域
の
高
齢
者
と
の
交
流
の
場
を
つ
く
る

1

学
校
を
中
心
と
し
た
自
主
防
災
組
織
づ
く
り

1

子
ど
も
民
生
委
員
と
し
て
活
動
す
る

2

防
災
マ
ッ
プ
作
り

2

民生委員児童委員

消防団

自主防災組織

と学校の連携

と学校の連携

と学校の連携

教室や体育館を
使います

学
校
で
も

防
災
教
育

こ
れ
な
ら

で
き
そ
う
だ

学校と地域の
守り手をつなぐ
活動事例
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